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プログラム（案）に関連する施策・事業（案）一覧

我
が
国
の
優
れ
た
建
設
・
運
輸
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
関

連
産
業
が
、
海
外
に
お
い
て
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

発
揮
さ
せ
る

少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き

出
し
、
に
ぎ
わ
い
や
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す

工
場
や
大
学
の
進
出
な
ど
で
雇
用
拡
大
・
文
化
交
流

が
推
進
す
る

生
鮮
食
品
な
ど
地
域
の
資
源
・
商
品
が
消
費
地
に
安

く
早
く
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

「
新
し
い
公
共

」
の
考
え
方
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

を
進
め
る

外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
を
促
進
す
る

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
を
形
成

す
る

大
都
市
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る

東
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
産
業
構
造
下
に
お
い

て
我
が
国
産
業
を
強
化
す
る

効
率
的
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
物
流
網
を
構
築
す
る

帰
省
や
旅
行
、
出
張
な
ど
で
快
適
に
目
的
地
ま
で
行

け
る

通
勤
や
通
学
が
便
利
に
な
る

都
市
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

日
常
の
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

安
全
で
美
し
い
農
山
漁
村
・
中
山
間
地
を
形
成
す
る

地
域
間
の
連
携
を
促
進
し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
二

地
域
居
住
を
推
進
す
る

施
設
の
効
率
的
な
利
活
用
を
通
じ
、
地
域
の
課
題
解

決
等
を
図
る

美
し
い
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を
図
る

交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
す

空
と
海
の
安
全
を
守
る

渋
滞
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
時
間
の
浪
費
な
く
目
的
地

に
行
け
る
よ
う
に
す
る

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

良
好
な
景
観
の
形
成
と
水
・
緑
豊
か
な
環
境
を
整
備

す
る

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
社
会
を
つ
く
る

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
外

出
し
た
り
移
動
で
き
る
社
会
に
す
る

安
心
し
て
子
供
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
に
す
る

不
自
由
せ
ず
良
質
な
水
が
利
用
で
き
る

社
会
資
本
の
有
効
活
用
や
、
維
持
管
理
・
更
新
を
計

画
的
に
推
進
す
る
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
へ
転
換
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
等
に
よ
り
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る

健
全
な
水
循
環
を
確
保
す
る

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的
に
確
保
し
供
給
す

る

番号 施策・事業

水
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

地
震
に
強
い
国
土
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

土
砂
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
を
行
う

雪
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

地
震
、
火
災
の
発
生
時
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
う

る
古
い
住
宅
地
の
危
険
を
解
消
す
る

大
災
害
発
生
時
の
広
域
的
な
救
援
活
動
、
応
急
対
策

支
援
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

温
暖
化
に
よ
り
激
甚
化
す
る
災
害

（
高
潮
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
等

）
に
適
応
し
た
国
土
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

を
行
う

我
が
国
の
領
土
や
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域
等
を
保

全
す
る

海
域
の
利
用
・
保
全
を
図
る

資料3‐8
平成23年2月24日現在 

【水害関係】

1 河道改修、洪水調節施設の整備による治水対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 堤防の浸透・侵食対策 ○ ○ ○ ○ ○

3 内水氾濫対策 ○ ○ ○ ○ ○

4 河川の津波・高潮対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 河川堤防の耐震化 ○ ○ ○ ○ ○

6 まちづくりと一体となった河川整備 ○ ○ ○

7 流域における流出抑制対策 ○ ○ ○

8 流域における土地利用の誘導 ○ ○ ○

9 河川情報基盤の充実、高度化、効率化 ○ ○ ○ ○ ○

【土砂災害等関係】

1 荒廃地・大規模崩壊地からの土砂流出対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 大規模地すべり対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3 深層崩壊危険地域における対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 地域の安心・安全を確保する土砂災害対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 火山における土砂災害対策 ○ ○ ○ ○ ○

6 流木対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 地域づくりと一体となった土砂災害対策 ○ ○ ○ ○ ○

8 雪崩災害の防止対策 ○ ○

9 土砂災害警戒区域等の指定の推進 ○ ○ ○

10 土砂災害対策に資する国土の監視・観測の強化 ○ ○ ○ ○ ○

11 きめ細かな土砂災害関連情報の提供 ○ ○ ○ ○

【環境・利用関係】

1 多自然川づくりの推進 ○ ○ ○

2 河川環境の保全、回復 ○ ○ ○

3 河川における水量の確保 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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4 河川・ダム湖の水質浄化 ○ ○ ○ ○ ○

5 河川・ダム湖の利用推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 大規模災害時における河川空間の活用 ○ ○ ○ ○

7 河川水の消流雪用水への利用、河川空間における雪捨て場等の整備 ○

8 河川水の消火用水への利用 ○

9 ダム・砂防堰堤等における小水力発電の推進 ○ ○ ○

【共通】

1 総合的な土砂管理の推進 ○ ○ ○ ○

2 水害・土砂災害等の危機管理体制の強化 ○ ○ ○ ○

3 ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの体制強化 ○ ○ ○ ○

4 河川・ダム・砂防設備等の適切な維持管理、更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 河川・砂防事業における流木、伐採木、刈草等のリサイクルの推進 ○

6 河川の維持管理・砂防事業等への住民の参加推進 ○
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7 河川・砂防関連技術の国際展開の推進 ○
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【海岸関係】

1 津波・高潮等対策 ○ ○ ○ ○

2 侵食対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 渚の再生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 海岸環境の維持・回復と、海浜利用の促進 ○ ○ ○ ○ ○

5 総合的な土砂管理の推進 ○ ○ ○

6 海岸堤防等の耐震化 ○ ○ ○

7 海岸堤防等の老朽化対策 ○ ○ ○ ○ ○

8 津波・高潮ハザードマップの作成の推進 ○ ○ ○ ○

9 海岸における水門・樋門・陸閘等の自動化・遠隔操作化 ○ ○ ○ ○

10 津波や高潮に対応した防災体制の構築 ○ ○ ○ ○ ○

11 沖ノ鳥島の適切な保全・維持管理 ○

12 排他的経済水域等の根拠となる低潮線の保全 ○
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